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議
長
に
山
本
光
明
議
員
、
副
議
長
に
中
野
寛
之
議
員
を
選
出

　
９
月
18
日
定
例
会
最
終
日
、
押
田
憲
一
議
長
並
び
に
二
宮
淳
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
正
副

議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
山
本
光
明
議
員
（
平
野
町
野
田
）、
副
議
長
に
中
野
寛
之

議
員
（
東
大
洲
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

就
任
あ
い
さ
つ

　
令
和
元
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
第
12
代
大
洲
市
議
会
正
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
洲
市
で
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に
「
大
洲
市
復
興
計
画
」
を
策

定
し
、
自
然
豊
か
な
美
し
い
大
洲
を
取
り
戻
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
大
洲
市
議
会
と
し
て
も
、
一
日
も
早
く
皆
様
が
平
穏
な
生
活
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
農
林
水
産
業
や
商
工
業
な

ど
が
以
前
の
活
気
を
取
り
戻
せ
ま
す
よ
う
、
行
政
と
力
強
く
手
を
携

え
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
復
旧
・
復
興
を
推
進
す
る
た
め
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
深
く
自
覚

し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
職
務
に
取
り
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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○
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議会運営委員会
　
各
常
任
委
員
及
び
議
会

運
営
委
員
の
任
期
満
了
に

よ
り
10
月
11
日
に
新
し
い

委
員
が
選
任
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
正
副
委
員
長
が
決

ま
り
ま
し
た
。

（
任
期
は
令
和
元
年
10
月

11
日
か
ら
令
和
３
年
10
月

１
日
ま
で
）
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議
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活
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